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   “母上のための孝行心から国境を離れ 
はるばる東京へ行くことも辞さない” 




























































































































































































































                                                  
1  『四庫全書』（上海古籍出版社、一九八七年）巻四二七所収のものによる。 
2  『歐陽脩全集』（中華書局、二〇〇一年）巻二十九による。 


































































































































































































































































































































































































































































































































































































「謝金吾」 平、定、光、昭、朗、景、嗣 楊延景、字彦明 
「昊天塔」 平、定、光、昭、朗、景、嗣 楊延景（第四折） 
「開詔救忠」 平、定、光、輝、昭、朗、嗣  
「活拿蕭天佑」 平、定、光、輝、昭、朗、嗣 楊景、字彦朗 

























































































































































2  田中整治「遼と北漢との関係」（『史流』第七号、北海道学芸大学史学会、一九六六年）参照。 
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  契丹主遂遣大將楊衮、率領萬騎、前來助戰。 












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   孝を尽くすとは朝晩お仕えすること 
   今上の帝は忠孝を理解しており、天が富貴を下さるので 
   あなた方の子孫は代々恨みを生ずることもない 
   一族は栄え 
















































































































































































































                                                  
1  「謝金吾」のあらすじは第二部第一章の注 1を参照。 
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3  高島俊男『水滸傳の世界』（大修館書店、一九八七年）「十二 遼国征討」参照。 
4  宮崎市定『水滸傳―虚構のなかの史実―』（中央公論新社、一九九三年）第三章「妖賊方臘」参照。 













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  命を懸けて功名を立てる 
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  孫子、呉子、六韜、三略を広く修めた 
  国を安定させて帝の事業をお助けし 























  あやつがどうして忠臣を陥れ、英雄に害をなすことができようか 









  母上にまみえて誕生日祝いの宴を行った 
  昨日暇乞いをして帰路に就き 


































































  数十年に渡って遼兵を広く鎮圧し 






























































  武装した馬が西風に吹かれ辺境に草が満ちる秋 









































































  陣を張り営舎を設けることにもよく通じる 
  国を安定させて帝の事業をお助けし 































































































































































  馬に乗らずに駆け足をする 





















  戦いは慣れぬが太鼓を打つことはできる 




















































































































  砦を出発してすぐに道程に就く 
  
392 
  黒鷲の旗は色とりどりの旗にも勝り 






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  韓延壽の首を斬る 
凱旋して勝利の喜びを得、全軍は勇み立ち 
その時官に封じられ恩賞を贈られ功労をねぎらわれる”（諸将と共に退場） 
 
〔注〕 
○金鼓…戦場で用いる銅鑼や陣太鼓。「西蜀夢」（第二折）【牧羊關】「我直交金鼓震腥人膽、
土雨湔的日無光（私は銅鑼や太鼓を鳴らして人々を震え上がらせ、土の雨を注いで日の
光を無くさせよう）」。 
○門旗…陣営の前に対にして立てる旗。「千里獨行」（脈望館本）第四折【掛玉鉤】「他恰才
萬馬千軍擺下戰場、則見他忙把門旗放（彼は今しがた千軍万馬を戦場に並べ、門旗をサ
ッと開け放つ）」。 
○喧天聒耳…天に響き、耳にやかましい。「喧天」と「聒耳」を組み合わせて用いている例
としては、「水滸傳」（容與堂本）第七十二回に「正打從樊樓前過、聽得樓上笙簧聒耳、
鼓樂喧天（樊楼の前を通ると、楼の上から聞こえて来るのは耳にやかましい笙と笛、天
に響く太鼓の音）」とある。 
○忽剌剌…「古剌剌」「骨剌剌」などにも作る。「三奪槊」（元刊本）第一折【幺】「呀則見
那骨刺刺征旗遮了太陽、赤力力征鼙振動上蒼（や、見ればひらひらとなびく戦旗は太陽
を覆い、ドンドンと鳴り響く陣太鼓は天を震わす）」のように、物がひらひらする様。ま
た、「漁樵記」（息機子本）第三折、張蹶古の白に「無一時則見那西門骨剌剌的開了（す
ぐにガラガラと西門が開いた）」とあるように、物が揺れたり崩れたりする様。ここでは
後者。 
○左右肋…左右の部隊ということか。『宋史』巻三六六「呉璘傳」に「布陣之法、則以步軍
爲陣心左右翼、以馬軍爲左右肋（布陣の法は、歩軍を軍の中心と右左両翼にし、馬軍を
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左右の肋骨とする）」とある。 
○追風道…「追風」は通常は駿馬の形容。「三奪槊」（元刊本）第四折【滚繡毬】「我坐下劃
騎着追風馬、腕上只颩着打將鞭（私は鞍も付けずに駿馬に乗り、腕は敵将を打つ鞭を振
り回す）」。ここでは素早くという方向か。「道」は至るの意ととった。 
○劣蹶…『董解元西廂記諸宮調』巻一【哨遍纏令】「秀才家那箇不風魔、大抵這箇酸丁忒劣
角（秀才に頭のおかしくない者はいないが、この貧乏書生はあまりに粗野）」にある「劣
角」に同じか。また「蹶」には駆けるという意味もある。 
○鏦鏦…金属のぶつかり合う音。「錚鏦」にも作る。「張生煮海」（元曲選本）第一折【鵲踏
枝】「又不是拖環珮韻玎〔王＋冬〕、又不是戰鐵馬響錚鏦（佩玉のカチカチ鳴る音でもな
く、軍馬のジャラジャラという響きでもない）」。 
○猿猱…通常は手長猿のことであるが、ここでは「猿臂」と同義で、猿のように手を伸ば
すということであろう。「單刀會」（元刊本）第三折【幺】「一隻手揝住寶帶、臂展猿猱、
劍扯秋霜（片手で相手の帯をしっかりと掴み、猿のような腕を伸ばし、秋霜の剣を抜く）」。 
○紫金鈚…赤銅の鏃の矢。「三奪槊」（元刊本）第一折【幺篇】「搏搏紫金鈚連發、火火都閃
在兩邊廂（ヒュンヒュンと矢を連射するが、ひらひらと両側に払い落とす）」。 
○三思臺…胸、または頭を指す。「後庭花」（古名家本）第二折【尾煞】「我見他手掿着巨毒、
把我這三思臺揝住（見ればあやつは手に武器を持ち、俺の胸ぐらを掴まえる）」。 
○丞相府…宰相が政務を執る場所。 
 
第四折 
 
〔訳〕 
寇萊公（兵士を連れて登場） 
“智勇を用いて天下を安らかにし 
忠心を以て優れた帝を補佐する” 
 私は寇萊公でございます。楊景が諸将を率いて蕃兵を討ちに行ったが、勝利を収めて陣
営に帰還したと、戦勝の知らせがあった。帝に申し上げたところ、私に、帥府にて宴席
の用意をし、諸将を称え、全軍をねぎらうように命じられた。これお前は門の前で見張
りをし、楊景と諸将がやって来たら、私に知らせよ。 
兵士 かしこまりました。 
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（正末が楊景に扮し岳勝・焦贊・孟良・張蓋・李瑜・呼延必顯・楊宗保と共に登場） 
楊景 弟達よ、元帥府へ功を献上しに行くぞ。一人前の男は出世する時が来るというが、
今日のような日があろうとは思わなかった。（唱う） 
【正宮・端正好】 
“我らは勝利を収めて皆で凱歌を歌い、心から喜び金の鐙を叩きながら陣営に戻る 
韓延壽はいつも災難に遭う運命であり 
あの凶悪な輩はこの度敗れた 
顏洞賓よ、お前の名声も地に落ちた” 
 この度の戦いは、（唱う） 
【滚繡毬】 
“韓信が九里山で勇敢な兵を率いた、あの大決戦にも劣らぬ 
 班超のような、辺境の関を鎮守した策にも勝る” 
 弟達よ、我ら将軍達の力ではないぞ。 
 “帝に諸々の神霊の助けや、天にも斉しい福があるおかげで 
我ら大将軍が智謀を発揮し、勇壮な才を振るうことができた” 
岳勝 兄者、我らがこのように忠を尽くし力を尽くしたのは、何のためですか。 
楊景 弟よ、我らがこのように忠を尽くし力を尽くしたのは、（唱う） 
 “清風を起こして永久に称揚され、名誉を青史に留める 
我らはただ国家の安寧を願い 
山河を安らかに保つ 
その時には帝より画戟を門に並べるよう詔を受け 
我らは忠心を持って力を尽くし帝のご恩に報いる 
思えば古人は我らのような貧しい家より将軍や宰相が出ると言い 
私はこの度金階の上を歩くことになった” 
岳勝 早くも着いたわい。兄者、閣下にお会いしに行きましょう。 
楊景 これお前、楊景と将軍達が、勝利を収めて陣営に帰還したとお知らせしてくれ。 
兵士 かしこまりました。はっ、閣下にお知らせします、楊景どのと将軍達が、勝利を収
めて陣営に帰還しました。 
寇萊公 お通ししろ。 
兵士 かしこまりました。お通り下さい。 
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（楊景が諸将と共にまみえるしぐさをする） 
寇萊公 楊将軍は匈奴を征討し、蕃族を掃討し、馬に乗って駆け巡ってくれた。 
楊景 閣下には帥府でのお役目ご苦労様でございました。 
寇萊公 楊将軍よ、そなた達が蕃族を破って捕らえ、民を守ったので私は帝の命を受け、
この帥府にて、宴席を設け、論功行賞を行う。これお前支度をせよ。 
兵士 かしこまりました。（果卓を持って来るしぐさをする） 
寇萊公（杯を持つしぐさをする）酒をつげ、楊将軍よこの杯を飲み干されよ。 
楊景 閣下がお先にお飲み下さい。 
寇萊公 将軍が飲まれよ。 
（楊景が飲むしぐさをする） 
寇萊公 将軍はまことに英雄たる将であり、図らずも蕃兵に国境を侵されたのを、将軍が
将校を率いて、蕃兵を撃退したが、両陣の間で、どのような智謀が繰り広げられたのか、
一通り話して、私にお聞かせ願いたい。 
楊景 蕃族どもは天門陣を布き、巧みな策を用いて銅臺を攻めました。真の帝には神霊の
お助けがあるので、我ら大将軍は勇猛な才を発揮することができたのです。（唱う） 
【倘秀才】 
“韓延壽を殺し、顏洞賓は魂が消え失せ、十万の賊も災難に遭う運命 
あやつらはかつて天門陣を布いたが 
我らは勝利を収めて飾り胴の太鼓を打った 
色とりどりの縫い取りの旗をひらめかせ 
我ら英雄の気概をますます明らかにする” 
寇萊公 楊景よ、そなた達諸将は皇居に向かってひざまずき、帝の命を聞くがよい。将軍
達よ、それぞれ論功行賞を行い、官位に封じる。岳勝は、武威と勇猛さを持って賊を破
り、向かうところ敵なしであったため、そなたを鎮守瓦橋等三関節度使に任ずる。焦贊
は、雄々しい武威を持って戦い、勇敢にも先鋒となったため、そなたを鎮守代州（山西
省代県）節度使に任ずる。孟良は、勇気は人並み外れ、辺境を平定して勝る者なしであ
ったため、そなたを鎮守忻州（山西省忻州市）節度使に任ずる。張蓋は、謀略をよく知
り、広く策を巡らせたため、そなたを鎮守汾州（山西省汾陽県）節度使に任ずる。李瑜
は、主君を諫めて忠義を尽くし、辺境の関より人々を出したため、そなたを鎮守嵐州（山
西省岢嵐県）節度使に任ずる。呼延必顯は、出陣して功を立て、我が身を顧みず奮戦し
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たため、そなたを鎮守銅臺節度使に任ずる。楊宗保は、敵陣を打ち破り、兵法に精通し
ているため、楊景と共に総鎮辺関提督軍将都招討に任ずる。将軍達は全て官位に封じ終
えたので、そなた達帝のご恩に感謝せよ。 
楊景と諸将 帝のご恩に感謝致します。 
寇萊公 楊将軍よ、かの北蕃の賊どもが、どのように陣を布き兵を並べ、そなたが一体ど
のように将軍達に命じて陣を破ったのか、一つ話してみよ。 
楊景（唱う） 
【脱布衫】 
“あの顏洞賓は天陣を布き 
 蕃将を率いて銅臺を包囲した 
 私が神算妙計を発揮すると、驚いてあやつの魂は大空の雲の外まで飛び去った” 
寇萊公 楊将軍よ、この度蕃族を平らげて辺境を安定させたのは、一つには帝の福と威厳
のおかげであり、二つには将軍の勇敢さと智恵のおかげである。 
楊景（唱う） 
【小梁州】 
“帝が将軍や宰相の人材を用いることがおできになるおかげで 
 この度胸の内が明らかなものとなった 
あの運の悪い蕃族が一斉にやって来たが 
私はあやつの腰帯を掴み 
馬の鞍に挟んで生け捕りにした” 
【幺篇】 
“韓延壽は馬を走らせて陣営の外へ逃げ 
 私は急いで銅の鎧の胴体を引っ張ろうとした 
 「逃げるな」と一喝すれば、あやつは振り返り慌てて立ちふさがった 
私が弓を引いて矢を放つと、ガチンと胸元に命中した” 
寇萊公 この度は論功行賞を終え、宴ももうお開きとなった。そなた達聞くがよい。 
 “韓延壽は道に背いて国境を侵したが 
楊六郎が戦乱を平定した 
顏洞賓は策を弄して兵を並べたが 
岳勝らが武勇を奮い真っ先に戦った 
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この度は論功行賞をして 
帥府にて盛大な宴を設けたが 
帝の威光のおかげで蕃族を破って平定したのであり 
一斉に帝に感謝するべきである”（共に退場） 
 
題目 韓延壽、戦を索めて三籌を賭け 
正名 楊六郎、兵を調えて天陣を破る 
 
〔注〕 
○大丈夫奮發有時…「三戰呂布」（脈望館本）第一折、關羽の白にも「大丈夫生於天地之間、
必有崢嶸之日也（一人前の男としてこの世に生まれたからには、きっと陽の目を見るこ
ともあろう）」とある。「奮發」は出世すること。『劉知遠諸宮調』巻一【快活年】の白に
「劉郎異日奮發榮貴、和你改換門風（劉知遠はいつの日か立派に出世し、そなたも任官
して身分が変わるであろう）」とある。また「謝天香」（古名家本）第四折や「漁樵記」
（息機子本）第四折などに「崢嶸有日、奮發有時」という表現が見え、立派に出世する
ことを指す。 
○月値年災…毎月毎年のように災難に遭うこと。「月厄年災」ともいう。「漁樵記」（息機子
本）第二折【滚繡毬】に「也則是單注着俺這窮漢毎月値年災（我ら貧乏人はいつも災難
に遭う運命というもの）」とある。 
○韓元帥・九里山…「韓元帥」は韓信のこと。漢と楚が争った時、韓信は九里山に布陣し
て項羽を破った。 
○百靈…諸々の神霊のこと。或いはここでは、帝自身に神霊の如き力があるということか
もしれない。「薛仁貴」（元刊本）第一折【鵲踏枝】「托賴着聖明天子、百靈咸助、殺的敗
殘軍前追後逐、趕的來一個皆無（帝に、神霊の助けがあったおかげで、敗残軍を前後か
ら駆逐し、全て追い払った）」。 
○白屋寒門哎出這將相才…「秋胡戲妻」（元曲選本）第一折【油葫蘆】に「想着那古來的將
相出寒門（思えば古来の将軍や宰相は貧しい家の出身）」とある。 
○花腔邊鼓…胴の部分に模様が描かれた太鼓。 
○雜彩繡旗…色とりどりの縫い取りを施した旗。「博望燒屯」（内府本）第三折、夏侯惇の
白に「花腔邊鼓擂、雜彩繡旗搖（飾り胴の太鼓が響き、色とりどりの縫い取りの旗が揺
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れる）」と見え、また「水滸傳」（容與堂本）第五十四回では前半が「花腔鼉鼓擂（飾り
胴のワニ皮の太鼓が響き）」となっている。 
○福謝…運悪く。運が衰える。「陳州糶米」（元曲選本）第四折【駐馬聽】「今遭杻械、也是
你五行福謝做了半生災（この度処刑されるのは、お前の運が尽きて災いとなったのであ
る）」。 
○扯銅胎…抄本は「扯通胎」に作る。「扯」は引っ張るという動詞。 
○遮蓋…「酷寒亭」（古名家本）第四折【喬牌兒】に「孩兒毎衣服破怎遮蓋、凍的他兩隻手
似冬凌塊（子供達の衣服は破れて身を隠すこともできず、凍えた両手は氷のよう）」とあ
るように、隠す、遮ることであるが、ここでは防ぐという意味かと思われる。 
○吉玎璫…カチカチとぶつかる音。「圜玎璫」にも作る。「單鞭奪槊」（脈望館本）第三折【聖
藥王】「圜玎璫鞭槊緊相從、好下手的也尉遲恭（ガチガチと鞭と矛がぶつかり合うが、腕
が上なのは尉遲恭）」。 
○悖逆…道に背くこと。『禮記』「祭義」に「到義、則上下不悖逆矣（道義を隆興させれば、
上下の衝突が生じることはない）」とある。 
○賭三籌…「賭」は争う、競うの意。「三」は概数であろう。題目の意味は、韓延壽が戦い
を挑んで策を巡らしたということ。 
 
